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報告者は、残存する奉安殿（戦前、各小学校に下賜された教育勅語謄本と御真影を収
納するための建物・奉護施設）の調査研究を進めており、本稿はその結果の一部を報告
するものである１。

（１）節丸小学校　（福岡県京都郡豊津町立節丸小学校）
明治６年	 節丸村節丸小学校創設
明治８年	 節丸・光冨小学校合併　拡充小学校
明治25年	 節丸小学校と改称
昭和７年	 節丸尋常小学校と改称
昭和16年	 節丸国民学校と改称
昭和22年	 節丸小学校と改称
令和４年	 閉校

①	 建設時期：不明／山野光蔵氏（建設業／1963（S38）年に死去）寄附
②	 形態：石造り
③	 移設時期：不明
④	 移設場所：戦後直後は節丸小学校隣接の公園に忠魂碑と共に移設
							       現在、寄附者山野家自宅敷地内
							       1950年代（S35.6）年頃中旬頃奉安殿のみ移設された
							       →山野光蔵氏子の孫幸勝氏（1951（S26）年生）への聞き取り
							�       「小学校低学年の頃、馬車で石を運んで庭で組み立てているのを見て

いた」
⑤	 維持管理者：山野家（個人所有）
⑥	 用途：納骨堂／戦後直後の用途は未確認
※�調査経緯：福岡県行橋市に残存する仲津小学校の奉安殿調査のため、当該市役所を

訪れた際、職員の方から「奉安殿に似た建物が庭にあるという知り合いがいる」と
いう情報を得、山野氏を紹介いただいた。
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（２）垂水小学校　（福岡県柳川市立垂水小学校）
明治６年	 心源寺に開校し、知心小学校と命名
明治10年	 垂水小学校と改称
明治27年	 垂水尋常小学校と改称
昭和16年	 垂水国民学校と改称
昭和22年	 垂水小学校と改称

①	 建設時期建設時期：不明
②	 形態：RC 造　右側面に換気穴
③	 移設時期：「昭和二十二年正月建立」。台座は平成19年に改築されている。
④	 移設場所：福岡県柳川市三橋町白鳥　（白鳥）八幡神社内
⑤	 維持管理者：御仁橋地区
⑥	 用途：戦後の状況は不明／現在、毎年12月１日に祭事。
					     地域住民は「安田さん（安田神社）」と呼ばれている。

【写真１】 【写真２】

� （【写真１、２】撮影日2019年３月）
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（３）安心院小学校　（大分県宇佐市安心院木裳）
1872（明治５）年	 下市、飯田、荘の三校設立
1881（明治14）年	 大字木裳に校舎建設
1890（明治20）年	 安心院尋常小学校
1907（明治40）年	 高等科併設
1941（昭和16）年	 安心院国民学校
1947（昭和22）年	 安心院小学校

①	 建設時期：不明
②	 形態：木造
③	 移設時期：1945年10月
④	 移設場所：大分県宇佐市安心院町下毛三女神社（さんみょ）境内
⑤	 維持管理者：不明
⑥	 利用目的：英霊社
		  英霊社
		�  大東亜戦争により安心院町でも多くの戦死者を出したが、終戦直後の昭和二十年

十月この犠牲者の霊を慰めたいと当時の山田𠮷太宮司の発案にて、安心院小学校
の奉安殿を町よりゆずり受け安心院地区二百十余柱の英霊をこの聖地に奉安鎮座
ましますこととした爾後毎年春分の日に慰霊祭を施行し現在に至っており町民の
厚き信仰を得ている。

【写真３】 【写真４】 【写真５】

� （【写真３～５】撮影日2024年６月）
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〔注〕
１．2016年－2019年度科学研究費補助金基盤研究（C）「奉安殿の教育社会史的研究 ― 学校と地域の

連携に注目して ― 」（課題番号：16K04514）「北部九州（行橋市 ･ 築上郡）における奉安殿残存状
況調査」『九州産業大学国際文化学部紀要』第70号（2018年、pp21-27）、「奉安殿の戦後史 ― 仲津 ･
下城井小学校を事例として ― 」『九州産業大学国際文化学部紀要』第75号（2018年、pp105-112）、

「京築地域に残る「奉安殿」」美夜古郷土史学校『美夜古文化』第34号（2019年、pp58-64）など

【写真６】 【写真７】 【写真８】

� （【写真６～８】撮影日2024年11月）
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